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沖縄大学 人文学部 こども文化学科１年  泉水 ほのかさん
 令和４年度 
■全国高等学校総合体育大会
　　　なぎなた競技　団体優勝
■第77回 国民体育大会栃木
　　　なぎなた競技 少年女子 演技優勝
 令和５年度  
■全国高等学校総合体育大会
　　　なぎなた競技 団体優勝
■全国高等学校総合体育大会
　　　なぎなた競技 演技優勝
■特別国民体育大会鹿児島
　　　なぎなた競技 少年女子 演技優勝

ヒーロー・ヒロインインタビュー

全国インターハイ団体2連覇、団体少年少女演技２連覇

R４年度 国体（栃木） 
沖縄選手団

R４年度 全国インターハイ

R５年度 鹿児島国体 なぎなた競技
少年女子演技競技【１位】　泉水さん＝写真右

全国インターハイの団体二連覇・団体少年女子
演技二連覇を果たした感想は

これまで支えて下さった方々に、結果という形で

恩返しをすることができてほっとしました。たく

さんの方々のサポートと応援に感謝の気持でいっ

ぱいです。また、一生の宝物となる最高の仲間と

出会えたこと、なぎなたを通して築いた絆と繋が

りをこれからも大切にしていきたいです。

Q

なぎなたをはじめたきっかけは

小学１年生の頃、近所に住む仲のいいお姉さんが、

なぎなたを始めたと聞いて、私もお姉さんと同じ

ように、なぎなたをやってみたい。お姉さんと、も

っと仲良くなりたいと思ったのがきっかけです。

Q

なぎなたと日常についてQ

今後の目標は

沖縄県で、なぎなたを続

けて沖縄県の大学なぎ

なたを発展させ、貢献す

ることです。また、保育

園児や小学生の指導にも

力を入れて、恩返しをしたいです。未来の沖縄を

担う選手を育てることができるよう頑張ります。

私の人生は、なぎなた無しでは語ることはできま

せん。それほど夢中になって、なぎなたに打ち込

んできました。なぎなた

は、私という人間を創り

上げてくれた大切な存在

であり、これからもなぎ

なたとの出会いに感謝し

て、なぎなたと関わって

いきたいです。

Q

与那原町役場や議会への希望・要望は

子ども達が気軽にスポーツを楽しめるような環境

と、しくみ作りをして頂きたいです。スポーツを通

して学び経験したことは、生きる力になると思い

ます。

Q

最後に後輩や与那原町民へ一言

後輩には、今なぎなたができている環境や周りの

方々への感謝の気持を忘れず、頑張ってほしいで

す。「なぎなたといえば与那原」と思って頂けるく

らい、与那原町に貢献できるよう誇りを持って頑

張っていきます。

Q

R５年度 全
国インター

ハイ

演技競技
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新年度予算に議員から厳しい指摘！

政務活動費って何に使っているの？

３月定例会  一般質問6P

お詫び、議長日程、編集後記18P

Let’s  go 傍聴・議会と意見交換・９月定例会日程19P

ヒーロー・ヒロインインタビュー 泉水ほのかさん

3P

令和６年度 第１回 定例会 一般会計予算２P

常任委員会による陳情審査4P

5P

20P

深いつながりを願い…書に挑戦する照屋
町長深いつながりを願い…書に挑戦する照屋
町長
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古堅議員

　田議員

相羽議員

当真議員

地方譲与税
0.4％

地方交付税
21.1％

諸収入
2.9％

その他
（一般財源）
1.4％

分担金
及び負担金
0.8％

繰入金
6.2％

町税
19.0％

令和６年度 一般会計（100億3149万円）

令和５年度 一般会計（94億3389万円）

歳入 地方消費税
交付金
4.1％

公庫支出金
28.4％

県支出金
13.4％

使用料
及び手数料
0.5％

町債
2.0％

総務費
21.3％

民生費
40.6％

衛生費
7.4％

土木費
7.4％ 歳出

議会費
1.0％

予備費
0.4％

地方譲与税
0.4％

地方交付税
22.3％

諸収入
2.9％

その他
（一般財源）
0.9％

分担金
及び負担金
0.8％

繰入金
6.6％

町税
19.8％

歳入 地方消費税
交付金
4.6％公庫支出金

19.1％

県支出金
17.9％

使用料
及び手数料
0.6％

町債
4.1％

令和６年度 一般会計予算 5億9760万円（増）
一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療保険特別会計

下 水 道 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

合　　　計

100億3149万円

21億9786万円

2億1797万円

7億7040万円

6億1842万円

138億3614万円

94億3389万円

22億8887万円

1億7282万円

7億8935万円

5億8970万円

132億7463万円

5億9760万円

△9100万円

4515万円

△1895万円

2872万円

5億6152万円

6.3%

△3.9%

26.1%

△2.4%

4.8%

4.2%

令和６年度会計項目 令和５年度 増減額 増減率

新年度予算に議員から厳しい指摘!
　令和６年度予算を、本会議及び、各常任委員会で３月６日から３月13日までの６日間にわたり
審査しました。令和６年度与那原町一般会計歳入歳出予算は100憶3149万７千円（対前年比
6.3％増）となっており、審査の結果、すべての予算を全員賛成で原案のとおり可決しました。

Q

A

▶新しい公共交通検討事業
事業予算12,437千円 （一括交付金活用）
運営に関しては見直しを行い、サービス向上

に努めているが、今後は財源を生み出せる事業
なのか。現在は特定の対象者だけしか利用できな
いが、誰でも利用できる期間を作ってはどうか。

原資の部分で本格運用になると厳しくなる。受
益者負担も頭に入れながら模索していく。利用者に
関しては、いろいろ工夫して取り組んでいきたい。

Q
A
今回の工事はどこを予定しているのか。

令和６年度は県営与那原団地側からの続きを
予定している。

Q

A

伝統や地域産業発展も含め、与那原のブラン
ドを発展させるためにも予算増を。

事業費が足りないときは、補正予算で対応してい
く予定。

Q

A

▶ 住宅リフォーム補助金
事業予算 4,000千円

▶ 町長交際費とは　予算 400千円

現状の規定では１回しか利用出来ない。予
算が余るようであれば、２回目も利用できるように
しては。

検討する必要があるとは思う。令和６年度に向
けて、模索していきたい。

Q

A

町長の交際費が出る事には反対ではないが、
どういう方向に対して支出しているのか。また、香
典とかはどうなっているのか。

お土産や懇親会の費用などで支出している。
香典などに関しては、公人のものについては、公費
で出している。

Q

A

▶与那原町豊かな暮らしを
　　支える交通環境構築事業
事業予算10,430千円 （一括交付金活用）

▶沖縄振興公共投資
　　　交付金事業（道路）
事業予算11,997千円 （上与那原前の井線）

沖縄は塩害被害などで、自転車の錆や故障が
多い。修理などはどうするのか。また、自転車が走
る道路も本町にはないがどう考えているか。

事業を委託するにあたり、メンテナンスなども契
約のなかに入れていきたいと考えている。道路に関
しては、前年度策定した自転車ネットワークを基に、
今後協議をしていく。

議会費……議会の運営などの経費
総務費……事務経費や役場の管理などの経費
民生費……高齢者福祉や子育て対策などの経費
衛生費……保健衛生やごみ処理などの経費
農林水産業費……農林水産業の振興の経費

商工費……地域商工業の振興、観光事業などの経費
土木費……道路や公園の整備・管理などの経費
消防費……消防・救急活動などの経費（組合負担金）
教育費……小中学校の整備や教育を行うための経費
公債費……借入金（町の借金）の返済金

農林水産費
0.4％

商工費
1.5％

消防費
3.0％

公債費
6.6％

教育費
10.5％

総務費
10.6％

民生費
47.8％

衛生費
7.8％

土木費
8.5％
歳出

議会費
1.0％

予備費
0.1％

農林水産費
0.8％

商工費
1.2％

消防費
3.2％

公債費
6.5％

教育費
12.5％
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＊その他の議案名等については与那原町議会HP（http：//www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/）をご覧ください。

陳情「第5号」に関する議員の賛否
陳　情
第５号

件　　　　　名
健康保険証の存続を求める陳情

識
名　

盛
紀

当
真　

聡

山
口　

修

松
長　

康
二

上
原　

晃

我
謝　

孟
範

諸
見
里 

史
子

　

田　

将
仁

古
堅　

亮
吉

新
垣　

真
一

志
村　

幸
司

相
羽 

と
し
え

舩
谷　

政
喜

議決
結果

議　　員　　名

原案可決

××

－

×

○○

×××××

－

×

〇（賛成）　×（反対）   ー（欠席）

　総務財政常任委員会２件、建設文教常任委員会1件を
審査し、下記のとおり決定いたしました。

審 査陳 情

陳情第３号 陳情第４号

陳情第５号

採択

不採択

　国保運営方針改定にあたり、物価高騰など
で困窮した県民生活と医療を受ける権利を守
るためにも、保険税（料）引き下げ、免税制度
拡充等国保制度改善を求める陳情。

　健康保険証の廃止は、膨大な数の「健康保
険証を持てない人」が生まれ、保険料を払って
いても、保険診療を受けられない人が出ること
になり、国民皆保険制度の根幹を破壊する重
大問題に発展しかねません。下記の事項につ
き、地方自治法第99条の規定にもとずき、国
に対する意見書を決議していただく陳情。

1. 健康保険証の廃止とマイナンバーカード
　 の一体化は中止を含めて見直すこと。

2. トラブルの全容解明を行い、解決策が示
　 されるまではマイナンバーカードのシス
　 テムの運用を止めること。

健康保険証の存続を求める陳情

【陳情項目】

賛成
討論

反対
討論

［我謝議員］ ［志村議員］
　全国各地の医療機関窓口で大変なトラ
ブルが発生している。健康保険証を廃止
してしまうとマイナンバーカードを持たな
い人達や高齢者の方に相当な混乱が生じ
る。

　健康保険証も対応していくと聞いて
いる。実際に導入した国でも問題は発
生したが今では実施して良かったとい
う状況になっている。日本でもそろそ
ろ進める時期にきている。

常
任
委
員
会
に
よ
る
陳
情
審
査

保険料引き下げ
国保制度の改善を求める陳情

採択

　公共工事における町内建設業の優先活用
及び発注等、加点制の導入、管・電気工事
等の分離発注、証明書の発行についての陳
情。

町内建設業者優先活用
加点制導入、証明書発行を求める陳情

陳情第５号についての賛成討論及び反対討論

※相羽議員、山口議員は入院中のため欠席

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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地方議会の議員に政策調査研究等の為に支払われる費用のこと。
与那原町議会は5000円×12ヶ月＝60,000円まで
※超過分は自己負担となる

交際費、政党の活動費、会議を伴わない飲食費、レクリエーショ
ン費、選挙活動費、専門誌以外の新聞代、町政に係わらない
視察費　等

政務活動費とは… 対象とならない経費とは…

令和５年度  政務活動費収支報告

喜屋武一彦
舩谷　政喜
相羽 としえ
志村　幸司
新垣　真一
古堅　亮吉
德田　将仁
諸見里史子
我謝　孟範
上原　晃
松長　康二
山口　修
当真　聡
識名　盛紀
計（14名）

60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
840,000

38,794
45,600
54,420

71,500

33,920
38,794

283,028

91,420

91,420

99,000

99,000

6,000

6,000

5,835
41,964

21,132
1,650

4,300
41,964
11,160

22,644
150,649

80,000

60,000

140,000

30,855
80,758
144,600
81,552
93,070
71,500
80,000
43,155
75,884
49,954

0
0

60,000
26,344
837,672

29,145
0
0
0
0
0
0

16,845
0

10,046
60,000
60,000

0
33,656
209,692

氏　　名 交付額 合　計 残余金調　査
研究費

広報・
広聴費 事務所費研修費 会議費

25,020

38,855

3,700
67,575

事務費資　料
購入費

使　　　　　　　途

政務活動費って何に使っているの政務活動費って何に使っているの

北海道浜中町の防災
施設及び、新庁舎視
察に使用しました。

古堅：71,500円

東京多摩で開催された住
民自治研究所主催の「議員
の学校」に参加しました。

新垣：93,070円

書籍、辞書、事務用品
購入に充てました。

喜屋武：30,855円

宮古島自衛隊基地を視
察し、議員と意見交換
しました。その他新聞
購読代に充てました。

舩谷：80,758円

新聞購読代、議員手帳、
名刺代などに充てました。

識名：26,344円

町民の声を聴く事務所費
用として使用しました。

我謝と上原2人で、宮古島自衛隊基地を視察し
ました。その他、新聞購読代などに使用しました。

我謝：75,884円 上原：49,954円

　田：80,000円

図書費、名刺代、電子辞書購
入など消耗費に充てました。

諸見里：43,155円

町民の声を聴く事務所費
用の一部に使用しました。

当真：60,000円

名古屋鶴舞公園のPark－PFI事業視
察、座間味の日本セーリングHope育
成プログラム視察、1年の活動報告用
リーフレット作成費に使用しました。

相羽：144,600円

栃木県宇都宮のLRTと東京BRTの
交通事業視察。東部消防、南部振
興会参加費用として使用しました。

志村：81,552円

山口

松長
今年度は
使用せず。

今年度は
使用せず。

政
務
活
動
費
使
途
報
告

令
和
５
年
度

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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「特殊詐欺」発生件数と金額の推移（県警発表値）

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

25000

20000

15000

10000

5000

0

60
50
40
30
20
10
0

金額（万円） 件数

増
え
続
け
る
詐
欺
の

危
険
性
を
察
知
し
、特
殊
詐
欺
か
ら

家
族
を
守
ろ
う

新
し
い
公
共
交
通

　

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

車両と道路を共有するＬＲＴ

Ｄ
Ｘ
推
進
の
加
速
化
を

質
問　

２
０
２
３
年
に
県
内
で
起
き

た
特
殊
詐
欺
の
発
生
件
数
が
48
件
、

金
額
で
約
２
億
円
と
い
ず
れ
も
前
年

に
対
し
倍
増
し
て
い
る
が
、周
知
活

動
は
行
っ
て
い
る
か
。ま
た
、現
状
は

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
よ
う
な
電
話
中
心

の
詐
欺
で
は
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
詐
欺
が
増
え
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
子
ど
も
達
も
対
象
に
な
る
た

め
、現
状
の
リ
テ
ラ
シ
ー
中
心
の
教

育
と
は
別
の
周
知
策
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
お
考
え
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

周
知

は
ポ
ス
タ
ー
や
広
報
誌
、与
那
原
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、与
那
原
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
る
。新

た
に
防
災
無
線
や
広
報
車
、Ｆ
Ｍ
よ

な
ば
る
等
、幅
広
い
層
へ
の
周
知
方
法

を
検
討
す
る
。警
察
と
相
談
の
上
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
詐
欺
も
講
和
の
内
容

に
加
え
ら
れ
な
い
か
検
討
す
る
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　

学
校
で
は
警

察
や
人
権
擁
護
委
員
な
ど
を
講
師
に

招
き
、サ
イ
バ
ー
犯
罪
防
止
教
室
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
を
開

い
て
い
る
が
、両
者
に
要
請
し「
見
知

ら
ぬ
人
に
個
人
情
報
を
教
え
な
い
」

「
甘
い
言
葉
に
は
裏
が
あ
る
」な
ど
、

具
体
的
内
容
も
講
演
会
に
組
み
込
ん

で
い
き
た
い
。

質
問　

次
世
代
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム

（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）や
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

脱
炭
素
先
行
地
域
で
も
あ
る
本
町
と

し
て
、導
入
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
や

Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、自
動
車
交
通
の
削
減
に

よ
り
Ｃ
Ｏ
２
を
抑
制
す
る
環
境
に
優

し
い
公
共
シ
ス
テ
ム
だ
と
考
え
て
お

り
、那
覇
市
や
南
風
原
町
と
も
協
議

や
調
査
を
進
め
て
き
た
。那
覇
市
に

は
連
接
の
可
能
性
に
つ
い
て
伝
え
て

い
る
。南
風
原
町
と
は
新
た
な
協
議

会
の
設
置
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。ま
た
、Ｄ
Ｘ
は
Ｉ
Ｔ

の
知
識
な
ど
高
い
専
門
性
が
必
要
な

た
め
、専
任
チ
ー
ム
が
必
要
だ
と
思

う
が
ど
う
お
考
え
か
。

上
原
総
務
課
長　

与
那
原
町
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
に
基
づ
き
、行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
事
務
の
効
率
化

を
進
め
て
い
る
。Ｄ
Ｘ
支
援
員
を
配

置
予
定
。ま
た
、各
課
に
て
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
課
題
解
決
が
出
来
る
人

材
の
育
成
が
よ
り
重
要
だ
と
考
え
、

研
修
等
を
予
定
し
て
い
る
。専
門
性

が
高
い
部
分
に
つ
い
て
は
、協
定
先
に

相
談
を
し
対
応
し
て
い
く
。

特殊詐欺への対応強化を
― 高齢者だけでなく幅広い年層への周知が急務 ―

路面電車の導入で交通量の削減を！

志 村 幸司
し　　むら　 こう　 じ

 議員

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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県
民
の
怒
り
の
声
を
！

国
の
代
執
行
判
決  

軍
備
増
強
、防
衛
予
算
増

新
炉
建
設

　
最
終
処
分
場
の

　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

会
の
場
で
議
論
を
交
わ
し
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。当
然
法
律
を
守
る
、

公
職
選
挙
法
を
守
る
、真
摯
な
議

論
、指
針
を
示
す
国
会
議
員
で
あ
っ

て
も
ら
い
た
い
。

質
問　

名
護
市
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
国
土
交
通
省
は
県
に
変
わ
り
防

衛
省
が
出
し
た
設
計
変
更
申
請
を
承

認
し
た
、こ
の
国
の
代
執
行
判
決
を

ど
う
考
え
る
。

照
屋
町
長　

自
治
法
の
趣
旨
か
ら
、

対
等
協
力
関
係
で
、国
や
県
が
歩
み

寄
っ
て
協
議
や
話
し
合
い
の
場
が
持

て
な
か
っ
た
の
か
。と
い
う
個
人
的
な

思
い
で
あ
る
。

質
問　

沖
縄
県
で
は
、与
那
国
、宮
古

八
重
山
、本
島
内
で
も
陸
上
自
衛
隊

の
軍
備
増
強
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状

況
と
、う
る
ま
市
の
現
状
を
ど
う
考

え
る
。

照
屋
町
長　

南
西
諸
島
地
域
で
自
衛

隊
が
軍
備
増
強
を
し
て
い
る
状
況
で

大
事
な
の
は
、う
る
ま
市
で
行
わ
れ

た
よ
う
に
地
域
住
民
へ
の
説
明
、納

得
の
上
で
周
り
の
環
境
等
も
十
分
考

慮
さ
れ
、基
地
の
配
備
等
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、そ
れ
を
大
前
提
と
し
て

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

質
問　

日
本
で
自
衛
隊
員
を
育
て
る

唯
一
の
高
校
が
あ
り
、生
徒
た
ち
は

特
別
職
国
家
公
務
員
で
、全
生
徒
に

月
11
万
円
の
手
当
を
支
給
、学
費
、入

学
費
も
無
料
で
あ
る
。国
民
が
負
担

す
る
防
衛
予
算
を
ど
う
考
え
る
。

照
屋
町
長　

防
衛
予
算
に
限
ら
ず
、

国
の
予
算
は
各
省
庁
が
国
民
に
対
し

て
、し
っ
か
り
説
明
す
る
。施
設
が
な

ぜ
必
要
な
の
か
。国
民
に
理
解
を
求

め
る
機
会
は
必
要
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

南
部
広
域
新
炉
建
設
事
業

の
現
状
、用
地
選
定
等
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

南
城

市
、八
重
瀬
町
を
除
く
２
市
２
町
へ

推
薦
依
頼
を
行
い
、西
原
町
か
ら
推

薦
が
あ
り
補
償
費
等
の
問
題
、調
査

及
び
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。５
月

の
理
事
会
に
場
所
選
定
の
内
定
を
行

う
予
定
で
理
事
協
議
会
で
、建
設
予

定
地
の
決
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

政
治
と
金
に
つ
い
て
、自
民

党
議
員
の
裏
金
疑
惑
に
国
民
へ
の
説

明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。納

得
し
な
い
と
多
く
の
声
が
あ
り
、自

民
党
議
員
の
裏
金
問
題
を
ど
う
考
え

る
か
。

照
屋
町
長　

各
種
新
聞
社
の
世
論
調

査
に
、８
割
以
上
の
国
民
が
全
く
納

得
で
き
な
い
と
。全
容
解
明
に
向
け
、

し
っ
か
り
国
会
で
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

質
問　

沖
縄
に
関
わ
る
大
き
な
問

題
、県
選
出
国
会
議
員
、県
知
事
を

先
頭
に
41
市
町
村
が
心
を
一
つ
に
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。県
選
出
国
会
議
員
に
今
後
、何
を

望
み
何
を
期
待
す
る
か
。

照
屋
町
長　

沖
縄
県
の
諸
問
題
、国

国民にどう説明する国会議員の裏金問題
― 自民党政権の全容解明を！ ―

「
裏
金
」と
は…

表
に
出
さ
な

い
で
や
り
と
り
す
る
金
銭
。

上 原　晃
うえ　　 はら　　  あきら

 議員

「
与
那
原
町
平
和
の
日
」
記
念
式
典
＝
５
月
21
日

恒久に
世界平和を

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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誇
り
を
持
っ
て
よ
な
ば

る
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
を

災
害
の
備
え
に

何
が
必
要
？

質
問　

今
後
ど
の
よ
う
な
訓
練
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

個
人
、

施
設
、事
業
所
な
ど
、そ
の
場
に
適
し

た
訓
練
を
行
う
こ
と
が
大
事
。自
分

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
把
握
、災
害
時
に

ど
の
避
難
場
所
に
行
き
、ど
れ
ぐ
ら

い
時
間
が
か
か
る
の
か
を
周
知
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

仲
里
学
校
教
育
課
長　

学
校
で
は
、

な
ぜ
避
難
を
す
る
の
か
を
授
業
で
教

え
て
い
る
。

宮
平
福
祉
課
長　

要
避
難
支
援
者

台
帳
を
作
成
中
だ
が
、訓
練
は
行
っ

て
い
な
い
。

質
問　

二
次
災
害（
災
害
関
連
死
）

の
減
災
、特
に
ト
イ
レ
問
題
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

避
難

所
に
お
け
る
肉
体
的
精
神
的
疲
労
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
多
い
た
め
、避
難

場
所
の
確
保
や
物
資
の
提
供
方
法
、

薬
剤
の
調
達
方
法
、健
康
管
理
、衛

生
管
理
な
ど
、様
々
な
準
備
が
必
要
。

現
在
、町
内
薬
局
と
の
災
害
時
協
定

を
結
ぶ
調
整
を
行
っ
て
い
る
。ト
イ
レ

は
備
蓄
し
て
あ
る
が
、衛
生
対
応
や

処
理
方
法
も
含
め
、今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、与

那
原
中
央
病
院
と
も
、災
害
時
医
療

従
事
者
の
派
遣
協
定
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

避
難
所
で
の
ス
ト
レ
ス
低
減

の
為
に
は
、ま
ず
避
難
所
受
付
対
応

が
重
要
。様
々
な
状
況
の
人
の
避
難

ス
ペ
ー
ス
を
瞬
時
に
決
定
し
な
い
と

い
け
な
い
。そ
の
為
の「
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
ハ
グ
）」を
購
入
し

訓
練
す
る
予
算
は
つ
け
ら
れ
な
い

か
。ま
た
、避
難
グ
ッ
ズ
は
年
代
に

よ
っ
て
中
身
が
変
わ
る
。手
に
と
っ
て

確
認
で
き
る
展
示
を
し
て
ほ
し
い
が
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

訓
練

に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
き
た

い
。避
難
グ
ッ
ズ
も
役
場
ロ
ビ
ー
な
ど

展
示
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

自分の命は自分で守る
― 自助・共助の防災意識をもとう ―

脱
炭
素
に
お
け
る「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
」「
教
育
」「
ゴ
ミ
の
分
別
」の
捉

え
方
は

そ
の
他
の
質
問

協
議
会
が
発
表
し
た「
世
界
の
瓦
の

日
光
の
反
射
率
」が
平
均
43
％
に
対

し
、与
那
原
の
瓦
は
75
％
以
上
と
驚

異
的
な
数
字
だ
っ
た
。「
だ
か
ら
夏
も

涼
し
く
、世
界
に
誇
れ
る
ブ
ラ
ン
ド

だ
」と
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
。

年齢に適した防災グッズの展示を！

一般女性用（例）質
問　

よ
な
ば
る
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
う

推
奨
し
て
い
く
の
か
。

桑
江
観
光
商
工
課
長　

町
広
報
誌
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、観
光
大
使

の
喜
舎
場
泉
さ
ん
に
イ
ベ
ン
ト
等
に

出
演
し
て
も
ら
い
、町
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
た
だ
く
。

提
言　

首
里
城
再
建
の
為
の「
赤
瓦
」

は
与
那
原
町
内
の
工
場
だ
け
で
作
ら

れ
て
お
り
、ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

現
在
制
作
中
の
首
里
城
赤
瓦

与那原を代表する伝統行事・商品を発信しよう

相羽としえ
あい  ば

 議員

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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６
月
の
県
議
会
選
挙

県
行
政
に
何
を
期
待
す
る

も
達
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
体
験

だ
っ
た
と
感
じ
た
。今
後
の
浜
中
町
と

の
交
流
事
業
と
、姉
妹
提
携
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

照
屋
町
長　

出
発
前
に
子
ど
も
達
に

五
感
で
マ
イ
ナ
ス
20
度
と
い
う
世
界

を
鼻
、耳
、肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
と
話

を
し
た
。帰
っ
て
き
て
の
報
告
会
を
聞

い
て
、も
ち
ろ
ん
色
々
な
体
験
の
成

果
も
あ
っ
た
が
、本
当
に
良
い
な
と

思
っ
た
の
は
、子
ど
も
達
が
出
発
す
る

質
問　

今
年
６
月
に
行
わ
れ
る
県
議

会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、県
行
政
で
今

何
が
必
要
で
何
が
足
り
な
い
か
。

上
原
総
務
課
長　

沖
縄
の
特
性
に
即

し
た
歴
史
や
文
化
、経
済
状
況
を
踏

ま
え
た
沖
縄
の
発
展
に
寄
与
す
る
政

策
立
案
を
行
い
、そ
れ
を
実
施
し
て

い
く
た
め
の
予
算
確
保
が
大
事
。

質
問　

今
回
、我
が
町
よ
り　

田
将

仁
議
員
36
才
が
出
馬
す
る
決
意
を
し

た
が
、町
長
は
何
を
期
待
す
る
か
。

照
屋
町
長　

与
那
原
町
出
身
で
あ
る

こ
と
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

与
那
原
町
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、問

題
・
課
題
を
県
に
訴
え
て
い
け
る
こ
と

に
期
待
す
る
と
と
も
に
、糸
満
〜
与

那
原
線
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の
問
題
に

関
し
て
も
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
。

質
問　

平
成
８
年
か
ら
29
年
ま
で
交

流
事
業
を
続
け
て
き
た
経
緯
の
中

で
、成
果
が
出
な
か
っ
た
た
め
事
業
が

中
断
し
た
と
い
う
説
明
が
あ
る
が
、

そ
の
通
り
か
。

照
屋
町
長　

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
、商
工

会
青
年
部
が
や
っ
て
き
た
が
、民
泊
も

含
め
、青
年
部
の
活
動
も
難
し
く

な
っ
て
い
る
。で
き
れ
ば
役
場
の
方
で

で
き
な
い
か
と
の
話
も
あ
っ
た
が
、予

算
の
調
整
も
う
ま
く
い
か
ず
、何
年

か
取
り
や
め
る
形
と
な
っ
た
。

質
問　

今
年
か
ら
一
括
交
付
金
を
使

い
人
材
育
成
派
遣
事
業
と
い
う
形

で
、今
回
、浜
中
町
に
子
ど
も
達
を
派

遣
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
子
ど
も

達
の
体
験
発
表
会
が
あ
っ
た
。中
身

の
濃
い
有
意
義
な
発
表
会
で
、子
ど

北海道浜中町との交流事業をどう考える
― 歴史ある事業の中断  今後、継続できるよう調整を ―

前
に「
与
那
原
町
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
、与
那
原
町
の
良
さ
を

知
り
、浜
中
町
の
子
ど
も
達
に
し
っ
か

り
、与
那
原
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
た
」。と
聞
き
、交
流
事
業
の

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
た
。姉
妹
締
結
に
つ

い
て
は
、商
工
会
青
年
部
が
培
っ
て
き

た
歴
史
も
あ
る
。姉
妹
締
結
に
拘
ら

ず
、こ
れ
か
ら
調
整
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

６年ぶりの実施に与那原町ジュニアリーダーが参加しました

令和５年度に行われた「浜中町体験交流」

当 真　聡
とう　　　ま　　　さとし

 議員

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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共
働
き
家
庭
の

「
小
１
の
壁
」に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
に

　
　

正
し
い
性
教
育
を

質
問　

那
覇
市
と
沖
縄
市
は
、ラ
ン

ド
セ
ル
以
外
の
通
学
か
ば
ん
を
自
由

に
選
択
で
き
る
と
周
知
す
る
方
針
で

あ
る
。我
が
与
那
原
町
は
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

仲
里
学
校
教
育
課
長　

ラ
ン
ド
セ
ル

以
外
の
か
ば
ん
で
も
、両
手
が
ふ
さ

が
ら
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
構
わ
な
い

と
思
う
。保
育
園
、保
育
所
、幼
稚
園

に
周
知
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

質
問　

広
報
誌
に
掲
載
し
、周
知
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

仲
里
学
校
教
育
課
長　

広
報
誌
に
は

与
那
原
町
と
し
て
は
、ラ
ン
ド
セ
ル

を
推
奨
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、手
が

ふ
さ
が
ら
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
良
い
。

と
い
う
内
容
で
掲
載
し
た
い
と
思

う
。

質
問　

３
年
前
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
の

件
を
一
般
質
問
で
提
案
し
て
き
た
。

他
が
や
る
か
ら
、や
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、失
敗
を
恐
れ
ず
、前
に
進
む

こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

仲
里
学
校
教
育
課
長　

や
は
り
失
敗

は
ど
う
し
て
も
避
け
た
い
。利
便
性

も
含
め
、良
い
も
の
は
良
い
。と
い
う

こ
と
で
、積
極
的
に
取
り
入
れ
て
行
く

必
要
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。し
っ
か
り

考
え
た
上
で
、実
行
し
て
い
く
こ
と
に

務
め
た
い
。

質
問　

共
働
き
で
朝
早
く
出
勤
す
る

家
庭
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事

業
の「
小
１
の
壁
」に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

仲
里
学
校
教
育
課
長　

教
職
員
の

勤
務
時
間
の
関
係
ま
た
は
、事
件
、事

故
、防
犯
上
の
意
味
で
も
対
応
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

小
中
学
校
の
性
教
育
は
、ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　

学
校
は
、全

て
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
人
間
尊
重

や
男
女
平
等
な
ど
の
精
神
の
徹
底
を

図
り
性
に
関
す
る
基
礎
的
、基
本
的

な
内
容
を
段
階
に
即
し
て
正
し
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、今

後
の
生
活
に
お
い
て
直
面
す
る
性
に

関
す
る
課
題
に
対
し
て
、適
切
な
意

思
決
定
や
行
動
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

親
の
性
教
育
の
講
座
を
し
て

は
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　

委
員
会
と
し

て
、講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ランドセルは義務ではない
― 両手がふさがらない「通学かばん」の自由選択 ―

与那原町小学生「通学かばん」
ランドセル以外も選択可能に！

「
小
１
の
壁
」と
は…

小
学
生
の
入
学
を
機
に

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
や
環
境
な
ど
の
変
化

に
よ
り
、保
育
園
や
幼
稚
園
に
い
た
と
き
よ
り
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
難
し
い
状
況
。

親
子
マ
ネ
ー
講
座
で「
お
金
の
大
切

さ
」を
学
ぶ

が
ん
治
療
に
支
援
を

庁
舎
内
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
を

保
育
士
に
就
職
祝
い
金
を

そ
の
他
の
質
問

諸見里史子
もろ み   ざと  ふみ  こ

 議員

「
小
１
の
壁
」を

　
乗
り
越
え
る
た
め
に

「
小
１
の
壁
」を

　
乗
り
越
え
る
た
め
に

フレックスタイム制を
導入している
企業の活用

学童保育の活用
※延長保育可能か
事前に確認する

周囲のサポート
（家族、近所の協力を得る）

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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無
電
柱
化
推
進
事
業
を

ど
う
す
る
脱
炭
素
事
業

老
朽
化
し
た
水
道
管
の

更
新
を
早
急
に
実
現
せ
よ

質
問　

脱
炭
素
事
業
を
強
化
す
る

体
制
が
必
要
だ
と
思
う
が
、次
年
度

で
ど
う
さ
れ
て
い
く
の
か
。

上
原
総
務
課
長　

令
和
６
年
度
は

政
策
調
整
監
を
置
き
、参
事
職
と
し

て
沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
１
名
を
採

用
し
、与
那
原
脱
炭
素
地
域
づ
く
り

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
へ
職
員
１
名

を
派
遣
す
る
こ
と
で
、行
政
・
企
業
・

住
民
と
連
携
協
力
し
、事
業
を
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
問　

昨
年
、台
風
６
号
で
沖
縄
県

全
体
の
約
３
分
の
１
が
停
電
し
、無

電
柱
化
推
進
は
沖
縄
で
も
今
後
、取

り
組
み
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

台
風
だ
け
で
な
く
、あ
ら
ゆ
る
災
害

に
備
え
る
た
め
に
大
事
で
は
な
い
か

と
思
う
が
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

本
町
で

は
無
電
柱
化
に
向
け
て
、な
か
な
か

取
り
組
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。今
年
３
月
に
は
与
那
原
町
無
電

柱
化
推
進
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、無
電
柱
化

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

水
道
は
生
活
に
欠
か
せ
な

い
。そ
の
供
給
を
支
え
る
水
道
管
の

耐
用
年
数
は
40
年
で
あ
る
。超
過
し

て
い
る
水
道
管
も
あ
る
た
め
、現
状

を
把
握
し
て
、し
っ
か
り
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

比
嘉
上
下
水
道
課
長　

本
町
の
更

新
計
画
で
は
避
難
施
設
へ
供
給
す
る

重
要
管
路
か
ら
優
先
し
て
、耐
震
管

に
布
設
替
え
す
る
こ
と
で
、老
朽
管

の
更
新
を
同
時
に
行
う
も
の
と
し
て

い
る
。

質
問　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
へ
の
計
画

を
、県
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
す
る
の

か
。

比
嘉
上
下
水
道
課
長　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
周
辺
は
今
後
施
設
の
必
要
と

な
る
水
量
を
賄
え
な
い
部
分
は
増
設

を
し
て
、耐
震
化
に
耐
え
ら
れ
る
管

路
を
増
設
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い
た

い
。

上
原
総
務
課
長　

管
理
職
と
し
て
の

資
質
が
あ
る
か
ど
う
か
、業
務
遂
行

能
力
を
携
え
て
い
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
が
、基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

質
問　

女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

照
屋
町
長　

女
性
で
も
能
力
の
あ
る

職
員
は
た
く
さ
ん
お
り
、職
員
に
限

ら
ず
審
議
会
の
委
員
で
あ
る
と
か
そ

う
い
う
方
面
で
も
登
用
を
積
極
的
に

や
っ
て
い
く
。

令和６年度  管理職人事と町の取り組み
― 能力ある人材で町の課題に的確な対処を ―

老朽化した水道管を耐震性のある水道管に取り替えを！

識 名 盛 紀
しき　　な　 せい　  き

 議員

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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不
審
者
か
ら
子
ど
も
を

守
る
防
犯
対
策

出
産
・
子
育
て
支
援

民間の専
門家

活用で、
町の課題

を

解決！

民間企業 自治体協定締結協定締結

多彩な経験による人材の育
成、会社の社会貢献、新しい地
域との関係構築などのニーズ
＊民間企業の新しい形の社会貢献＊多
彩な経験を積ませることによる人材育成・
キャリアアップ＊経験豊富なシニア人材
の新たなライフステージを発見

＊民間企業の専門知識・業務経験・人脈・
ノウハウを活用して地域の課題を解決＊
外部の視点・民間の経営感覚・スピード
感覚で取組を展開

民間のスペシャリスト人材を
活用したいニーズ

地域活性化起業人（概要）

質
問　

民
間
企
業
の
専
門
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、外
部
の
視
点
、民

間
の
経
営
感
覚
を
得
な
が
ら
地
域
活

性
化
が
で
き
る「
地
域
活
性
化
起
業

人
」の
制
度
活
用
が
本
町
で
も
で
き

な
い
か
。

上
原
総
務
課
長　

行
政
の
ノ
ウ
ハ
ウ

で
は
賄
い
き
れ
な
い
民
間
企
業
の
専

門
的
知
識
や
優
れ
た
知
見
、経
験
を

有
す
る
外
部
人
材
の
活
用
は
、課
題

解
決
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
も

の
だ
と
考
え
る
。ど
う
い
っ
た
人
材
が

課
題
解
決
に
必
要
か
を
十
分
に
把
握

し
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

不
審
者
に
名
前
を
知
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、犯
罪
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
事
案
が
全
国
的
に
相
次

い
で
い
る
。防
犯
対
策
上
、中
学
校
制

服
の
名
前
刺
繍
は
見
直
す
べ
き
だ
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

呉
屋
教
育
指
導
主
事　

防
犯
対
策

上
見
直
す
方
向
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。し
か
し
、他
市
町
村
で
は
、名
前

刺
繍
を
な
く
し
た
た
め
学
校
生
活
上

不
具
合
が
起
き
て
い
る
話
も
あ
り
、

生
徒
と
保
護
者
、学
校
が
議
論
を
尽

く
し
て
慎
重
に
対
応
す
べ
き
事
案
だ

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

昨
年
６
月
の
一
般
質
問
で
、

産
後
ケ
ア
事
業
で
訪
問
型
以
外
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
型
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

型
等
に
つ
い
て
は
住
民
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
だ
っ
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

伊
集
健
康
保
険
課
長　

令
和
６
年

１
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
。対
象
者

は
、産
後
１
年
未
満
の
母
親
及
び
乳

児
で
産
後
に
心
身
の
不
調
、育
児
に

対
す
る
不
安
が
あ
る
な
ど
居
宅
訪
問

型
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

令
和
５
年
度
中
に
産
後
検

診
も
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
聞
き
な

が
ら
実
施
し
た
い
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

伊
集
健
康
保
険
課
長　

令
和
５
年

10
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
。対
象
者

は
検
診
日
時
時
点
で
与
那
原
町
に
住

民
票
が
あ
る
産
婦
の
方
で
、助
成
回

数
は
２
回
と
な
っ
て
い
る
。１
回
当
た

り
上
限
５
０
０
０
円
の
助
成
額
と

な
っ
て
お
り
、５
０
０
０
円
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
は
自
費
と
な
っ
て
い

る
。

質
問　

妊
婦
健
診
で
歯
科
検
診
助

成
に
つ
い
て
も
那
覇
市
、浦
添
市
か
ら

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
。

伊
集
健
康
保
険
課
長　

実
施
に
至
っ

て
な
い
。妊
婦
歯
科
検
診
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。今
後
、検
診
費
用

の
財
源
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

民間企業人材の活用で地域活性化
― 専門家の知識で課題解決の取り組みを ―

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、そ
の
後
の
支
援

体
制
は

オ
リ
オ
ン
通
り
入
り
口
に
音
の
出

る
信
号
機
、設
置
か
移
設
を

そ
の
他
の
質
問

新 垣 真一
しん　 がき    しん   いち

 議員

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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会
計
年
度

　
任
用
職
員
に
つ
い
て

憲
法
と
の

　
整
合
性
に
つ
い
て

頂
上
付
近
を
安
全
に
散

策
で
き
る
よ
う
整
備
を

▶
運
玉
森
展
望
台

▶

質
問　

町
立
保
育
所
会
計
年
度
任

用
職
員
数
人
の
方
が
、次
年
度
は
契

約
せ
ず
に
辞
め
る
状
態
に
な
っ
て
い

る
。原
因
は
な
に
か
。こ
の
ま
ま
だ
と

保
育
運
営
に
支
障
を
き
た
す
。ど
う

す
る
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

総
務
課

と
し
て
は
原
則
１
日
７
時
間
勤
務
の

方
針
が
あ
り
、５
時
間
・
６
時
間
勤

務
の
シ
フ
ト
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
、う
ま
く
調
整
で
き
ず
今
日
に
至
っ

て
し
ま
い
、誤
解
を
与
え
る
結
果
と

な
っ
た
。全
員
こ
れ
ま
で
通
り
の
条
件

で
雇
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

説
明
不
足
で
誤
解
が
あ
る
な

ら
謝
罪
し
、引
き
続
き
雇
用
を
う
な

が
す
べ
き
だ
。

城
間
副
町
長　

今
度
の
こ
と
は
執
行

部
が
内
情
を
よ
く
知
ら
ず
に
方
針
を

一
方
的
に
実
行
し
た
の
が
要
因
で
あ

る
。今
後
は
反
省
し
、不
信
感
、不
安

感
を
与
え
た
こ
と
に
謝
罪
し
、待
遇

等
を
改
善
し
、働
き
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

提
言　

憲
法
９
条
は
何
を
う
た
い
、

そ
し
て
現
状
は
憲
法
に
合
致
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
か
。戦
争
放
棄
、戦
力

不
保
持
、交
戦
権
の
否
定
を
う
た
っ

て
お
り
、現
状
は
自
衛
隊
の
強
大
化

を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、自
衛

の
範
囲
い
わ
ゆ
る
専
守
防
衛
と
認
識

し
て
い
る
。日
米
安
保
条
約
で
米
軍

は
日
本
に
駐
留
し
、自
衛
隊
が
な
く

て
も
日
本
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。ま
た
、日
本
を
足
場
に
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
、中
東
を
戦
場
に
し
て
い
る
。そ

れ
等
を
正
当
化
で
き
る
と
思
わ
れ
る

か
。昨
今
の
米
軍
の
事
件
、事
故
等
を

含
め
る
と
正
当
化
で
き
る
状
況
で
は

な
い
と
思
う
。

質
問　

運
玉
山
頂
の
展
望

台
が
完
成
し
所
管
事
務

調
査
で
登
山
し
た
。東
西

南
北
そ
こ
か
ら
の
展
望
は

圧
巻
で
あ
る
と
同
時
に
、

今
後
頂
上
の
保
全
は
で
き

る
か
の
懸
念
が
あ
る
。コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
重
圧
に
耐

え
ら
れ
る
か
。ま
た
、頂
上

付
近
が
崩
れ
か
か
っ
て
い

る
箇
所
が
あ
り
、崩
落
の
危
険
は
な

い
か
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
使
用
は
約
４
ト
ン
で
あ
り

重
量
を
考
慮
し
た
設
計
に
な
っ
て
お

り
、問
題
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

地
肌
が
は
だ
け
て
い
る
所
は
西
原
側

で
あ
り
、協
議
し
対
処
し
た
い
。

運玉森展望台設置と安全性
― 頂上付近の崩れかけている個所の調査を！ ―

我 謝 孟 範
が　 じゃ　 もう   はん

 議員

日本国憲法  第九条
第二章　戦争の放棄
第九条　日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠

実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇、又は武

力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを

放棄する。

②前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを

保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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町
内
危
険
箇
所
の

　
交
通
事
故
対
策
は

上
与
那
原
区
市
街
地

拡
大
地
区
推
進
事
業

に
つ
い
て

上与那原聖クララ幼稚園付近カーブは交通事故の危険性がある。早急に対応を！

質
問　

毎
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る
民

生
委
員
、児
童
委
員
協
議
会
主
催
の

危
険
箇
所
点
検
で
指
摘
さ
れ
た
件
数

は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

令
和

５
年
度
の
指
摘
箇
所
は
前
年
度
か
ら

継
続
さ
れ
た
件
数
も
含
め
、与
那
原

小
学
校
区
域
24
件
、与
那
原
東
小
学

校
区
域
で
12
件
の
合
計
36
件
で
あ

る
。

質
問　

オ
リ
オ
ン
通
り
入
口
看
板
の

支
柱
に
接
触
す
る
交
通
事
故
が
頻
繁

に
あ
る
が
、そ
の
対
応
策
は
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

以
前
か

ら
オ
リ
オ
ン
通
り
入
口
に
は
、支
柱
に

徐
行
協
力
の
看
板
を
取
り
付
け
、接

触
が
な
い
よ
う
に
対
策
を
行
っ
て
い

た
が
、昨
年
の
台
風
時
に
一
旦
取
り

外
し
て
お
り
、再
度
看
板
を
設
置
す

る
予
定
。

質
問　

オ
リ
オ
ン
通
り
入
口
の
信
号

機
は
横
断
す
る
人
も
多
く
、障
害
者

の
方
も
、２
度
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

そ
う
に
な
っ
た
。音
の
出
る
信
号
機

を
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

る
が
、ど
の
様
な
要
請
方
法
が
あ
る

の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

団
体

や
個
人
か
ら
役
場
に
対
し
て
要
望
書

や
要
請
書
を
出
し
て
も
ら
う
。例
え

ば
、視
覚
障
が
い
者
協
会
や
県
公
安

委
員
会
、与
那
原
警
察
署
に
要
望
書

等
を
持
っ
て
行
き
、対
応
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

聖
ク
ラ
ラ
教
会
付
近
の
Ｓ
字

カ
ー
ブ
で
の
交
通
事
故
の
危
険
性
が

あ
る
と
以
前
か
ら
話
し
て
い
る
が
、そ

の
対
応
策
は
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

対
策

と
し
て
、次
年
度
に
カ
ー
ブ
の
片
側

車
線
に
滑
り
止
め
カ
ラ
ー
舗
装
を
施

工
し
、車
両
の
区
別
を
つ
け
、バ
イ
ク

が
転
倒
し
に
く
い
よ
う
舗
装
を
改
良

し
て
い
き
た
い
。ま
た
、中
央
の
区
画

線
に
凹
凸
を
つ
け
、車
両
が
対
向
車

線
に
は
み
出
し
た
場
合
、運
転
手
に

対
し
て
振
動
で
気
づ
か
せ
る
対
策

や
、注
意
喚
起
看
板
の
設
置
も
予
算

を
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

進
捗
状
況
と
そ
の
手
法
は
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

こ
の
事

業
は
今
年
度
よ
り
開
始
し
て
お
り
、

現
在
住
民
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。次
年
度
に
つ
い
て

は
、実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま

え
て
、事
業
実
施
主
体
な
ど
を
決
定

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。手
法
と
し

て
は
、市
街
化
調
整
区
域
に
事
業
を

入
れ
て
住
宅
化
に
し
て
い
く
た
め
、市

街
化
調
整
区
域
に
地
区
計
画
と
い
う

規
制
を
か
け
、

①
家
を
建
て
ら
れ
る
よ
う
す
る
事
業
。

②
地
権
者
の
総
意
の
下
に
進
め
て
い

　

く
土
地
計
画
整
理
事
業
。

③
実
施
主
体
が
、事
業
区
域
内
の
地
権

　

者
か
ら
土
地
を
買
収
し
て
、面
的

　

整
備
を
進
め
る
土
地
開
発
事
業
。

と
手
法
が
大
き
く
３
つ
程
あ
る
。

危険個所除去で、安心・安全な街
― 点検で指摘された危険個所  早急に改善を！ ―

古 堅 亮 吉
ふる　 げん   あき   よし

 議員

上
与
那
原「
前
の
井（
メ
ー
ヌ
カ
ー
）

線
」の
進
捗
状
況
は

そ
の
他
の
質
問

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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防
災
力
強
化
へ
向
け
て

与
那
原
独
自
の

　
商
業
地
の
再
生
を

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
影
響
で

町
の
経
済
波
及
効
果
を
！

待
遇
の
良
い
条
件
で

保
育
士
の
確
保
を
！

い
る
。し
っ
か
り
と
検
討
し
て
他
市
町

村
に
負
け
な
い
よ
う
な
子
育
て
施
策

を
や
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

再
三
、避
難
ビ
ル
協
定
や
薬

剤
協
定
の
話
を
し
て
い
る
。早
急
に

実
施
し
て
欲
し
い
。提
案
と
し
て
は
、

給
料
の
半
分
を
国
が
補
助
す
る
地
域

防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

被
害

が
甚
大
な
大
規
模
災
害
の
経
験
や
応

急
対
応
、応
急
復
興
、復
興
防
災
に

関
す
る
経
験
も
な
い
職
員
よ
り
も
、

実
際
に
現
場
を
経
験
し
た
り
専
門
的

な
知
識
を
豊
富
に
持
っ
た
職
員
が
近

く
に
い
る
と
と
て
も
心
強
く
、的
確
な

指
示
や
対
応
が
可
能
に
な
る
と
思

う
。こ
の
制
度
の
内
容
を
再
度
確
認

し
て
、実
際
に
採
用
し
て
い
る
市
町

村
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
見
据
え

た
本
町
へ
の
経
済
効
果
を
波
及
さ
せ

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。既
存
の
商

業
地
域
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

城
間
副
町
長　

現
状
は
指
定
さ
れ
た

商
業
地
域
が
用
を
な
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。マ
リ
ン
タ
ウ
ン
に
お
い
て

は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
で

着
々
と
都
市
化
は
進
ん
で
い
く
。既

存
の
商
業
地
を
ど
う
い
う
風
に
再
開

発
し
て
い
く
か
。少
し
中
長
期
的
な

計
画
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。ま
ず
大

規
模
な
市
街
地
の
再
開
発
で
は
な

く
、あ
る
区
間
を
選
ん
で
小
規
模
な

開
発
を
行
っ
て
、ひ
と
つ
の
成
功
事
例

を
見
せ
な
が
ら
、町
民
へ
の
意
識
付
け

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

０
歳
、１
歳
児
の
保
育
士
確

保
の
施
策
は
出
来
な
い
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

次
年
度
の

０
歳
児
担
当
の
保
育
士
が
５
名
減
少

し
て
い
る
。次
年
度
中
に
は
就
学
支

援
金
等
の
新
た
な
事
業
に
つ
い
て
も

検
討
し
、実
施
し
て
保
育
士
が
確
保

出
来
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　

待
遇
が
よ
り
良
い
市
町
村
に

働
き
手
が
就
く
傾
向
が
あ
る
。与
那

原
独
自
の
助
成
金
制
度
を
制
定
し
た

り
各
基
金
を
取
り
崩
し
て
で
も
保
育

士
の
確
保
は
し
っ
か
り
し
て
欲
し
い
。

照
屋
町
長　

本
町
は
子
育
て
世
代
が

多
い
。平
均
年
齢
も
45
歳
、東
浜
に

至
っ
て
は
36
歳
で
、や
は
り
子
育
て
世

代
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

保育士の確保で待機児童０に
― 与那原独自の助成金を制定し待遇の良い条件を！ ―

ゼロ

　田 将 仁
とく　  だ　  まさ　 ひと

 議員

地域の防災マネージャー職員の採用を！

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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今
後
の
与
那
原
大
綱
曳

　
ま
つ
り
の
在
り
方
は

質
問　

運
用
に
関
す
る
実
証
実
験
の

延
長
を
行
う
と
の
事
だ
が
、延
長
す

る
の
で
あ
れ
ば
、以
前
か
ら
提
案
し
て

い
る
学
生
な
ど
が
通
学
に
使
用
で
き

た
り
、他
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
、

西
原
の
サ
ン
エ
ー
や
南
風
原
の
イ
オ

ン
な
ど
広
域
的
な
移
動
が
で
き
る
よ

う
、新
た
な
実
証
実
験
も
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。ま
た
、町
内
バ
ス
の
実

証
実
験
は
、一
括
交
付
金
を
活
用
し

て
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、一
括
交
付

金
が
終
了
し
た
時
に
、本
町
単
費
の

予
算
で
５
年
、10
年
と
継
続
し
て
い

け
る
事
業
な
の
か
。

宮
平
福
祉
課
長　

令
和
５
年
度
は
、

対
象
者
を
妊
産
婦
ま
で
広
げ
、乗
り

場
を
５
か
所
増
設
し
て
運
行
。利
用

者
数
は
、前
年
比
28
・
８
％
の
伸
び
率

と
な
っ
て
い
る
。令
和
６
年
４
月
か
ら

は
12
時
か
ら
15
時
ま
で
の
運
休
時
間

を
廃
止
し
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
運
行

を
し
て
い
る
が
、費
用
対
効
果
か
ら

す
れ
ば
、ま
だ
振
る
わ
な
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。対
象
者
を
増
や
し
て
、

目
的
を
変
え
て
い
く
と
い
う
場
合
に

は
、審
議
会
等
と
話
し
合
い
を
し
、諮

り
な
が
ら
判
断
を
仰
い
で
い
き
た
い
。

質
問　

運
営
や
花
火
な
ど
に
関
す
る

予
算
も
変
わ
り
が
な
い
中
で
、今
後

与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り
は
、地
元
行

事
の
一
環
と
し
て
行
う
の
か
。観
光
を

目
的
と
し
た
事
業
で
行
う
の
か
。方

向
性
に
よ
っ
て
予
算
の
組
み
方
も
変

わ
る
。本
町
の
考
え
は
。

桑
江
観
光
商
工
課
長　

伝
統
行
事

と
し
て
の
与
那
原
大
綱
曳
、与
那
原

最
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
与
那
原
ま

つ
り
を
今
後
、ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
か
と
い
う
の
も
踏
ま
え
て
、運
営

委
員
会
を
含
め
、本
町
独
自
の
考
え

方
は
、今
時
点
で
は
見
い
出
し
て
は
い

な
い
が
、各
委
員
と
調
整
協
議
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

大
綱
曳
実
行
委
員
会
は
各

区
の
区
長
13
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、仕
事
量
が
多
す
ぎ
て
限
界
が
あ

る
。別
の
組
織
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で

は
。

桑
江
観
光
商
工
課
長　
「
与
那
原
大

綱
曳
ま
つ
り
」は「
大
綱
曳
」を
大
綱

曳
実
行
委
員
会
で
、「
ま
つ
り
」に
関

し
て
は
、商
工
会
を
中
心
に
運
営
し

て
い
る
。今
後
は
、保
存
会
や
綱
づ
く

り
実
行
委
員
会（
仮
称
）な
ど
、各
種

委
員
会
の
立
ち
上
げ
も
含
め
、与
那

原
大
綱
曳
ま
つ
り
運
営
委
員
会
も
中

に
入
り
な
が
ら
調
整
、協
議
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

提
言　

大
綱
曳
実
行
委
員
会
を
区

長
会
が
す
る
の
で
あ
れ
ば
、道
ジ
ュ

ネ
ー
で
は
町
長
を
先
頭
に
、区
長
13

名
が
並
ん
だ
方
が
い
い
と
思
う
。

町内バス今後の取り組み
― 広域的移動を可能にし、利用者の幅を広げ事業の継続を！ ―

松 長 康 二
まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

第
42
回
大
綱
曳
ま
つ
り 

与
那
原
大
綱
曳
実
行
委
員
会 

組
織
図
（案）

与那原大綱曳実行委員会（区長会）

大綱曳綱係

委 員 長：山内和実　副委員長：知念邦彦　照屋　勤
事務局長：徳村周作
委　　員：新垣智弥　宮平　徹　仲里泰一　上原丈二　國仲健次

真謝守雄　具志堅毅　町田元利　仲村優香

東方

東方係

総括：座波朝紀
係長：又吉哲也

高里希八
國吉　完

宮城綱人 大城小夜
上原静江
豊見山薫
前内原あゆみ

粟国泰弘 城間大吾 山城康樹

旗頭 六尺棒 前舞

金鼓隊 ドラ・ボラ カナチ棒

西方係

新川博士
城間優希

大城久彦 幸地朋子
山内正子
金城久美

上原宏章 奥原崇也 新垣光亮

旗頭 六尺棒 前舞

金鼓隊 ドラ・ボラ 支度

西方

総括：仲里　司
係長：新垣政孝

解説（広報）
桑江　豊

監査委員
比嘉徳雄
福地　斉

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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観
光
計
画
の
３
本
柱

で
あ
る
水
路
の
水
質

改
善
を

待
機
児
童
解
消
に
向
け

て
認
可
保
育
園
に
対
す

る
町
の
関
わ
り
に
つ
い
て

与
那
原
町
か
ら
セ
ー
リ
ン

グ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を

　町内を周回する福祉バスは利用者の利便性
向上のため、４月１日からお昼の休憩時間がなく
なり、休みなく周回しています。

（１） 65歳以上の方
（２） 65歳未満の障害のある方（障がい者手帳等をお持ちの方）
（３） 妊産婦（小学校低学年までのお子様は同席可能）
（４）（１）～（３）の対象者の付添いを行う方

与那原町役場
午前▶  8:40    9:55  11:10
午後▶12:25  13：40  15:00
※出発時刻は「西コース」
　「東コース」も同じ時刻です。

対象者
自分で乗り降り
ができる方

質
問　

第
５
次
総
合
計
画
の
中
に
も

上
位
計
画
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る

が
、進
捗
状
況
が
い
ま
い
ち
見
え
て
こ

な
い
。ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

引
き

続
き
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
向
上
に

努
め
て
い
く
。水
路
を
浄
化
す
る
に

は
堆
積
土
砂
の
浚
渫
が
一
番
効
果
的

な
対
策
だ
と
考
え
て
お
り
、沖
縄
県

と
協
議
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問　

上
位
計
画
と
い
う
く
ら
い
だ

か
ら
県
だ
け
を
頼
る
の
で
は
な
く
、

期
限
と
目
標
を
持
っ
て
ほ
し
い
。目
標

を
持
つ
こ
と
で
動
き
が
で
て
く
る
。全

国
の
水
質
が
改
善
さ
れ
た
事
例
や
環

境
省
の
Ｈ
Ｐ
を
調
べ
る
な
ど
参
考
に

し
て
も
ら
い
た
い
。２
０
２
９
年
に
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
が
運
用
開
始
さ
れ
る

が
、そ
れ
ま
で
に
改
善
す
る
目
標
を

持
ち
、進
め
て
も
ら
い
た
い
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

県
を

待
つ
の
で
は
な
く
、こ
ち
ら
か
ら
も
調

べ
て
行
き
た
い
が
。

質
問　

保
育
士
確
保
に
支
援
金
を

増
額
し
て
も
辞
め
て
い
く
職
員
が
い

る
。働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に

町
が
介
入
し
、運
営
基
準
に
詳
し
い

社
労
士
の
雇
用
。応
募
書
類
一
覧
の

中
に
労
使
関
係
が
う
ま
く
い
く
よ
う

な
講
習
を
行
い
、講
習
後
は
職
員
と

協
議
し
、待
機
児
童
問
題
の
解
消
に

繋
げ
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
お
考
え

か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

社
労
士

な
ど
に
関
し
て
は
調
べ
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
う
。労
使
と
双
方
の
問
題

に
関
し
て
意
見
が
あ
れ
ば
、町
と
し
て

着
実
に
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

質
問　

座
間
味
村
は
日
本
セ
ー
リ
ン

グ
連
盟
と
沖
縄
県
と
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
。本
町
も
連
携
協
定
を
結

べ
な
い
か
。

照
屋
生
涯
学
習
振
興
課
長　

沖
縄

県
、日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と
意
見

交
換
を
し
て
、検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

免
許
を
返
納
し
た
後
、買
い

物
が
で
き
な
く
な
る
と
の
町
民
か
ら

の
相
談
が
あ
り
、当
時
の
総
務
委
員

会
と
行
政
で
県
外
福
祉
バ
ス
の
視
察

に
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
事
か
ら
、こ
の

事
業
は
ぜ
ひ
続
け
て
欲
し
い
。そ
こ
で

こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験
で
分
か
っ
た

こ
と
や
運
行
を
継
続
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
事
が
重
要
に
な
る
か
。

宮
平
福
祉
課
長　

バ
ス
利
用
目
的
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は「
買
い
物
」「
病
院
」

「
公
共
施
設
」に
行
く
た
め
が
多
く
、

登
録
者
７
５
７
名
。今
年
度
は
延
べ

１
万
２
４
０
０
人
が
利
用
し
て
い

る
。対
象
者
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
は
十

分
に
あ
る
。令
和
６
年
度
以
降
、運
行

を
継
続
す
る
に
は
原
資
の
確
保
や
、

ほ
か
の
交
通
機
関
と
の
相
互
補
完
体

町内（福祉）バスで買い物難民対策
― 移動が困難な利用者のために運行継続を！ ―

舩 谷 政 喜
ふな　 たに　 まさ　  き

 議員

町内福祉バス実証実験期間
令和７年３月まで 出発時間

実証実験中は無料で
利用できます！

制
の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

一
般
質
問

３
月
定
例
会

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
）
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※議長の主な日程を抜粋して掲載しております。（令和６年４月～令和６年５月）

【４月】  
 １日 ・辞令交付式
 ３日 ・与那原大綱曳360度
              ３シアター 供用開始  記者発表
 ５日 ・全国交通安全運動開始式
 ９日 ・与那原中学校 入学式

16日 ・区長歓送迎会
18日 ・与那原大綱曳360度シアター供用開始記者発表
　　  ・与那原町商工会女性部総会後の懇親会
19日 ・与那原町商工会建設工業部会  行政との交流会
24日 ・与那原町商工会  TTM部会総会後の懇親会
25日 ・南部振興会  理事会  ・南部地区市町村議会議長会 監査
26日 ・南部地区市町村議会議長会  役員会、特例総会

30日 ・沖縄県町村議会議長会特例理事会  ・沖縄振興拡大会議
【５月】 
 ８日 ・与那原大綱曳まつり運営委員会  総会
13日 ・南部振興会　・南部市町村会決算監査
14日 ・南部市町村会理事会
　　  ・与那原まちづくり推進協議会  総会／懇親会
15日 ・青少年健全育成町民会議役員会
17日 ・与那原地区交通安全協会  第１回理事会
18日 ・与那原大綱曳実行委員会 総会
20日～22日 ・町村議会議長／副議長研修会
24日 ・県土木建築部との行政懇談会
29日 ・与那原町老人クラブ連合会 総会・来賓祝辞
30日 ・南部振興会  定時評議員会／理事会

編
集
後
記

　

今
年
も
与
那
原
大
綱
曳
ま
つ

り
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
８
月
３
日
、４
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
が
、７
月
の
第
２
週

〜
４
週
目
の
日
曜
日
に
は
、各
区

で
の
綱
づ
く
り
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
の
交
流
、融
和
と

団
結
、子
ど
も
達
へ
の
伝
統
継
承

な
ど
も
含
め
、町
民
の
皆
さ
ん
が

今
ま
で
以
上
に
参
加
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、大
綱
曳
の
前
哨
戦
と
し

て
６
月
ウ
マ
チ
ー（
子
ど
も
綱
曳
）

が
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
で
、盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

議 長 活 動 報 告

議会広報常任委員会
委　員 松長  康二
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沖縄関係予算

3,010億円
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お詫びと訂正

誤 正

　令和６年３月１日発行の「議会だより140号（７ページ）上原晃議員の一般質問」にて
グラフの年度、３段目の中見出しと本文に誤りがありました。 訂正してお詫びいたします。

３段目　中見出しと本文
（誤）県市町会県知事と共に行動を…　　　　　　  （正）県市長会県知事と共に行動を…　　　　
（誤）沖縄関係予算の確保について、県市町会は…　（正）沖縄関係予算の確保について、県市長会は…

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
６
年
７
月
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まちづくりに
関すること

地域に
関すること

子育てに
関すること

た
と
え
ば

　日頃生活をしている中で「これ何とかならないかな？」とか「こうしてほしい」など、さまざまな課題
が出てくると思います。町長を始め、役場職員、町議会議員でもなかなか気づかないこともあります。
皆様が気づいたことを議会や行政に届け、住みやすい安心・安全なまちづくりをしていきましょう。

議会事務局　☎945-5775お問い合わせ

議会と意見交換できるんです ※議会と意見交換したい方は申し込みが必要です

９月の定例議会は…

町民の皆さん、まずは足を運びましょう!

議会日程は議会ホームページ　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/
または「議会事務局 ☎945-5775」へお問い合わせください

一般質問▶25日（水）・26日（木）・27日（金）9日（月）～27日（金）
定例会は６月、９月、12月、３月に開会しています。（10時から）

You Tubeでも傍聴できるよ〜!

予
定

傍聴室入口の「傍聴人受
付表」に住所、氏名、年齢
を記入しBoxに投函

案内を厳守して
くださいね

「傍聴人受付表」に記入
傍聴席は　　 階です

傍聴席 議 場

４

みなさん、お気軽に「傍聴」してみませんかみなさん、お気軽に「傍聴」してみませんか
与那原町を豊かに住みよい町にするため話し合う議会や委員会を誰でも聴くことがで
きます。情報社会の中で、何が行われているかを知ることが自分を守る第一歩です。

入口すぐ右手の
エレベーターで４階へ

町民のみなさん

与那原町に
関すること
聞かせてください

OK!

こ
う
し
て

　
ほ
し
い
な

をしませんか!?
※「一般会議」とは「与那原町に関する課題」について、町民の皆
　様が直接声を届けられる会議です。あなたと議会が直接意見交
　換ができます。議会と意見交換したい方は参加申し込みが必要
　です。詳細は下記「議会事務局」へお問い合わせください。

こ
れ
何
と
か

な
ら
な
い
？

↓そこで…あなたの意見を届けよう↓

一般会議
与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
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和
６
年
７
月
）
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実
績

与
那原スポーツ少年団と

の稽

古

― 区長としての抱負 ―
子ども達や青年会、

老人会がそれぞれ楽しく
活動できる環境作りです。

発
行
／
与
那
原
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
☎
098-945-5775

〒
901-1392　

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
上
与
那
原
16番

地
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.yonabaru.okinaw

a.jp/gikai/

141

 上原 丈二
うえはら じょうじ

よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

タ
イ
ト
ル「
書
」

いずみ

沖縄大学 人文学部 こども文化学科１年  泉水 ほのかさん
 令和４年度 
■全国高等学校総合体育大会
　　　なぎなた競技　団体優勝
■第77回 国民体育大会栃木
　　　なぎなた競技 少年女子 演技優勝
 令和５年度  
■全国高等学校総合体育大会
　　　なぎなた競技 団体優勝
■全国高等学校総合体育大会
　　　なぎなた競技 演技優勝
■特別国民体育大会鹿児島
　　　なぎなた競技 少年女子 演技優勝

ヒーロー・ヒロインインタビュー

全国インターハイ団体2連覇、団体少年少女演技２連覇

R４年度 国体（栃木） 
沖縄選手団

R４年度 全国インターハイ

R５年度 鹿児島国体 なぎなた競技
少年女子演技競技【１位】　泉水さん＝写真右

全国インターハイの団体二連覇・団体少年女子
演技二連覇を果たした感想は

これまで支えて下さった方々に、結果という形で

恩返しをすることができてほっとしました。たく

さんの方々のサポートと応援に感謝の気持でいっ

ぱいです。また、一生の宝物となる最高の仲間と

出会えたこと、なぎなたを通して築いた絆と繋が

りをこれからも大切にしていきたいです。

Q

なぎなたをはじめたきっかけは

小学１年生の頃、近所に住む仲のいいお姉さんが、

なぎなたを始めたと聞いて、私もお姉さんと同じ

ように、なぎなたをやってみたい。お姉さんと、も

っと仲良くなりたいと思ったのがきっかけです。

Q

なぎなたと日常についてQ

今後の目標は

沖縄県で、なぎなたを続

けて沖縄県の大学なぎ

なたを発展させ、貢献す

ることです。また、保育

園児や小学生の指導にも

力を入れて、恩返しをしたいです。未来の沖縄を

担う選手を育てることができるよう頑張ります。

私の人生は、なぎなた無しでは語ることはできま

せん。それほど夢中になって、なぎなたに打ち込

んできました。なぎなた

は、私という人間を創り

上げてくれた大切な存在

であり、これからもなぎ

なたとの出会いに感謝し

て、なぎなたと関わって

いきたいです。

Q

与那原町役場や議会への希望・要望は

子ども達が気軽にスポーツを楽しめるような環境

と、しくみ作りをして頂きたいです。スポーツを通

して学び経験したことは、生きる力になると思い

ます。

Q

最後に後輩や与那原町民へ一言

後輩には、今なぎなたができている環境や周りの

方々への感謝の気持を忘れず、頑張ってほしいで

す。「なぎなたといえば与那原」と思って頂けるく

らい、与那原町に貢献できるよう誇りを持って頑

張っていきます。

Q

R５年度 全
国インター

ハイ

演技競技

No. 号141
あなたと

町政を結ぶあなたと

町政を結ぶ

よなばるよなばる

令和６年７月１日発行

新年度予算に議員から厳しい指摘！

政務活動費って何に使っているの？

３月定例会  一般質問6P

お詫び、議長日程、編集後記18P

Let’s  go 傍聴・議会と意見交換・９月定例会日程19P

ヒーロー・ヒロインインタビュー 泉水ほのかさん

3P

令和６年度 第１回 定例会 一般会計予算２P

常任委員会による陳情審査4P

5P

20P

深いつながりを願い…書に挑戦する照屋
町長深いつながりを願い…書に挑戦する照屋
町長

与原区長


